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んの人12g..経口剤5名, インスl)ソ注射2名, イソ

-{りンと経口剤の併肝者2名であった.いずれも血中 TG

はほほ正常範囲にあった.HDLC 値とT.G.T.cho†..

HbAl,肥満度とは相関を認めなかった.

I .:I･～_: 一一‥ - 附一･･ ･

伸 した 1例
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龍夫 漕 爵県立鵬 病院∋
浩忠 t 同 泌尿器科1
( r17LJ病理検内子斗)

症例 :51才の男性.主訴 :腹部膨満感,筋力低卜現
病歴:7午前よりFfl状腺機能低下症の診断にて甲状腺刷
上3年前かLL)高lfIllr･l症にて降圧剤の投与を受けている.
現症:身長170cm,体毛 63kg. 7年前と体重増加な
し.軽胤 多毛.岐噺線条など′7､･′シン'/症候群を疑わ
せる臨床所見くま左い.尿中力:i-二L--JLT ミンの高値 とと
もに-=i:キサメサゾン抑制ナストにて血中 二I′いf-､/∴ ′Lは
抑制されず.腹部Cl一にて左fF.川野に約 2.5cm L･･')腫癖
あり.又,甲状腺機能で T3,TJの低値と卜りす'′IL

の術前診断tJ)も上に手術施行.病理学的には,副腎髄質
の過形成を伴-A)た副腎皮質腫壕.なお術後も TBG は
低値.

原発性甲状腺機能低下症 の i例
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吉田 和清 (新潟市民病院)

症例は31)歳男性.全身倦怠感と休養増加 し4kg:L2Fr

月) を主訴に入院. 入院時. 言語緩徐で噂声があり,

頚部正中iこびまん性甲状腺腫 (L桑Ⅰ度)を触知 した.

FreeLT3,FreeT.Iの低下と TSI･-IL7~)上昇,血清 '7L

T+二ン高値. 腎機能の低下を認めたため.Lt?vo-

服を開始 した.治療後,甲状腺ホ′Lモンの改善に併い,

腎機能も改善 した.腎生検では. jサンギrL7ムに軽度び

･まん性の増殖を認めたが.細胞浸潤,脂肪滴や酸性ム二l

多糖頓の沈着は認めなかった.

本例は,甲状腺剤投与により.腎機能が改善し,腎生
検で メサンギウムの増殖を認め,甲状腺機能低下症によ

る腎症と考えられた.

71ヨ-ド打機化障害を伴--1た甲伏瞳腫LT12症

例

金子 兼三 (長岡赤十字病院内科)
川村 ･･fl･(川 村 医 院1

症例 い 67才,女.姉も50才時巨大甲状腺腫摘出.18

才一頃よE日出犬腺腫臼覚.6O才頃より徐ヤに増人し.64才

J二i)ト/r､ILT)投与を受けるも縮小せず来院.弾性弱で境

外部不鮮明な巨人甲状腺腫 (右薬 7×6cm>左菓)触

如 し,12:事lシン-卜Lr'LR.1/71布はび慢性なるも不均 ∴

放出率+こ12.5qii(it首+･･10.9,6'it上下)と陽性で.ヨー一一ド

有機化障害による先天性甲状腺腫と診断.症例 2)33才.
女.生来感音性難聴あl).11才頃甲状腺腫指摘され検査
されたが正常.1･.人後甲状腺陸徐々に増大するため'90.7
人院.家系i･こ同様の異常者fcL.び慢性,弾性榛入T)て軟.

知.L2こ11,1ン寸で R.Ⅰ分布こよび慢性,粁LTSHLTRH

放出率･十33.800で PLlndr亡ゝd症恢群と診断した.

び慢性で秘めて軟(,かい甲状腺腫を触知した場合.先

天性甲状腺鷹 (ヨ- ド着激化障害)の存在を忘れてはな
r-fLCい.

8)著明な汎血球減少症を搾 ったバ セ ドウ病 の

1桝

･ : ∴

病悩期間の長いバセドウ病をこ汎血球減少症 を合併 し,

治境による甲状腺機能LT)if:.常化に伴い血液所 見も正常 化

した症例を報告した.さらに,′ミ1･_卜rL7病に合併する血

液異常についてF,:千の考察を行った.本邦において報告

されたバセ ドウ病と汎血球減少症の合併例6例の比較検

討では.治療iこよる甲状腺糠能(二りir.常化に伴い,いずIIL

(･')過剰状態が汎血球減′レの上関と思われた.当院におけ

る未治墳′ミーt=卜■rH'高症例LTl血液所見の検討ではとくに粕

粒球減少症は1496と多く.病悩期間lOヶ月以上しり症例で

は10ナ甘未満ul症例と比較 し.て有意な鞄粒球の減少を認

めた.甲状腺ホILモンLT)過剰状態の造血樺能に対する影

響をこついてサイトカイソを介する作周なども含め今後の

検討が必要上思われる.




